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勇払油・ガス田は 1989 年に北海道苫/J牧市に発見され， 1ω6年より商業生産を開始した本邦最対及の油・ガス
田である.同油・ガス田は，白亜希m両岩類とそれを不整合に覆う磯岩層に発達するき裂に油・ガスを匹胎するき
裂型油・ガス田であるが，このようなき裂型貯留層の挙動は複雑で，安定した生産が得られなかったり，また探鉱
指針も明確に定められないなどの問題を抱えていた本研究は，三次元地震探鉱データを基礎にして，勇払油・ガ
ス田き裂型貯留層の新たな概念モデルを提唱し生産性の評価についてまとめたものであり，全編5章よりなる.
第 1 章は緒論であり，勇払油・ガス貯留層の特徴などをまとめ，本研究の目的を述べている.
第2章は，三次元地震探鉱データから信頼性の高し、詳細な断層構造を抽出する方法につして述べている.三次元
地震探鉱データから断層面を抽出する方法については従来より多くの方法が提唱されているが，本研究では，人工
蟻を用いた断層面白動抽出処理システムを採用している.本貯留層ではメガフラクチャーとよばれる開口幅が大き
なき裂が高い浸透率を示し，油・ガスの生産に大きく寄与している.このメガフラクチャーは現世の応力場に強く
依存し，臨界応力に達していると推定されることから，人工蟻のトレース条件として，現世の地跡芯力場に基づく
臨界応力断層を事前情報として活用することにより， AE データと整合性の高い断層面の抽出に成功している.こ
れは，本研究を代表する大きな成果である.
第3章は，南轍き裂ネットワークモデルに基づ、く流動モデルを提案している.勇払油・ガス貯留層では，近傍す
る孔井でも生産性に大きな差異がある.この理由を解明するために 2章で得られた断層分布を用いて，流体流動
の数値言十算を行った.その結果，地跡芯力による制約条件を付けた断層分布モデ、ルを用いることにより孔井聞の生
産性の相違をある程度説明することが可能となったこれは重要な成果である.しかしながら，断層の幾何学的分
布だけからは，孔井間の著しい生産性の差異を説明することはできなかった.
第4章は，断層面の幾何学的分布を基礎に，断層滑りシミュレーターを用いてクーロン応力(せん断応力と摩擦
力との起の分布を計算し，断層面積と滑り量，地震モーメントなどの関係を導くとともに，断層の格付けを行い，
高い生産性を示すゾーンは，クーロン応力の集中帯であることを見いだしている.この結果により，勇払油.ガス
貯留層は，格付けの高い断層間に分布するクーロン応力の集中帯に位置する孔井が極めて高い生産性を有すること
を明らかにしている.これは今後の開発に対してきわめて有効な指針を与えている.
第5章は，結論である.
以上要するに，本論文は，三次元地震拐拡データを基礎にして，地質学的知見，他の物理探査データの結果を総
合化して，断層の評価とガス生産性との因果関係を明らかにして，き裂型貯留層の生産性に関する新たな知見を得
たもので，資源開発工学ならびに環掛伴の発展に資するところが少なくない.
よって，本論文同専士(学術の学位論文として合格と認める.
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